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物  質  名 2-プロポキシエタノール ＤＢ－43 

別  名 エチレングリコールモノプロピ

ルエーテル 
構 造 式 

 

CAS 番号 2807-30-9 
PRTR 番号 － 
化審法番号 2-2424 
分子式 C5H12O2 分子量 104.15 
沸点 149.8℃1) 融点 －  
蒸気圧 3.12 mmHg（25℃、実測値）2)  換算係数 1 ppm = 4.26 mg/m3（25℃） 
分 配 係 数（log Pow） 0.08（推定値）3) 水溶性 3.17×105 mg/L（25℃、推定値）4) 

急急急    性性性    毒毒毒    性性性    
 
 動物種 経路 致死量、中毒量等  
 マウス 経口 LD50 1,774 mg/kg 5)  
 ラット 経口 LD50 3,089 mg/kg 5)  
 マウス 吸入 LC50 1,530 ppm (6,517.8 mg/m3) (7 hr) 5)  
 ラット 吸入 LC50 9,060 mg/m3 5)  

 

中中中    ・・・    長長長    期期期    毒毒毒    性性性    

・雄ラットに 0、195、390、780、1,560 mg/kg/day を 6 週間（5 日/週）強制経口投与した結果、

780 mg/kg/day 群で 1/10 匹、1,560 mg/kg/day 群で 2/10 匹が死亡した。195 mg/kg/day 以上の群

で赤血球数、ヘモグロビン濃度の減少、390 mg/kg/day 以上の群で脾臓及び肝臓重量の増加、

780 mg/kg/day 以上の群で腎臓重量の増加、平均赤血球容積（MCV）、平均赤血球色素量（MCH）

の減少、1,560 mg/kg/day 群で体重増加の抑制を認めた。また、390 mg/kg/day 以上の群の全数

で試験期間を通して血尿を認め、195 mg/kg/day 群でも 2/10 匹に散発的な血尿がみられた 6)。

この結果から、LOAEL を 195 mg/kg/day（ばく露状況で補正：139 mg/kg/day）とする。 
・ラットに 0、425、850、1,700 mg/m3 を 14 週間（6 時間/日、5 日/週）吸入させた結果、850 mg/m3

以上の群の雌雄で赤血球数、ヘモグロビン濃度の減少、雌で血小板数の増加、850 mg/m3 以上

の群の雄及び 1,700 mg/m3 の雌で腎臓重量の増加、850 mg/m3 以上の群の雌及び 1,700 mg/m3

群の雄で尿潜血（1,700 mg/kg/day 群の雌雄では赤色尿）、多染性赤血球症、脾臓重量の増加、

1,700 mg/m3 群の雌雄で網状赤血球数の増加を認めた。850 mg/m3 以上の群の雄の脾臓、雌の

尿細管でヘモジデリン沈着を認めた 7) 。この結果から、NOAEL を 425 mg/m3（ばく露状況で

補正：76 mg/m3）とする。 
・ラットに 0、425、850、1,700 mg/m3 を 14 週間（6 時間/日、5 日/週）吸入させ、神経系への影

響を調べた結果、425 mg/m3 以上の群で機能観察総合評価法（FOB）の結果や神経系の組織検

査でばく露に関連した影響はなかった 8）。 

生生生    殖殖殖・・・発発発    生生生    毒毒毒    性性性    

・雄ラットに 0、195、390、780、1,560 mg/kg/day を 6 週間（5 日/週）強制経口投与した試験で、

195 mg/kg 以上の群の生殖器への投与に関連した影響はなかった 6)。 
・ラットに 0、425、850、1,700 mg/m3 を 14 週間（6 時間/日、5 日/週）吸入させた結果、425 mg/m3

以上の群で生殖器への投与に関連した影響はなかった 7)。 
・ラットに 0、425、850、1,275、1,700 mg/m3 を妊娠 6 日から 15 日（6 時間/日）まで吸入させ
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た結果、850 mg/m3 以上の群で赤血球数、ヘモグロビン濃度の減少、網状赤血球数の増加、脾

臓重量の増加、ヘモグロビン尿、1275 mg/m3 以上の群の脾臓で髄外造血、ヘモジデリン沈着

を認めた。425 mg/m3 群でも、1 匹でヘモグロビン尿、網状赤血球数の増加がみられた。胎仔

では、850 mg/m3 以上の群で骨格の変異（痕跡状肋骨、過剰肋骨など）を認めたが、この他に

影響はなかった 9)。この結果から、母ラットの LOAEL を 425 mg/m3（ばく露状況で補正：106 
mg/m3）、胎仔の NOAEL を 425 mg/m3（ばく露状況で補正：106 mg/m3）とする。 

・ウサギに 0、530、1,060、2,100 mg/m3 を妊娠 6 日から 18 日まで（6 時間/日）吸入させた結果、

2,100 mg/m3 で体重増加の抑制を認めたが、黄体数、胚吸収等への影響はなかった。胎仔では、

生存率、体重、性比へのばく露に関連した影響はなく、奇形や骨格の変異もなかった 10)。こ

の結果から、NOAEL を母ラットで 1,060 mg/m3（ばく露状況で補正：265 mg/m3）、胎仔で

2,100 mg/m3（ばく露状況で補正：525 mg/m3）以上とする。 

ヒヒヒ    トトト    へへへ    ののの    影影影    響響響    

・眼と皮膚を重度に刺激し、気道を刺激する。血液に影響を与え、血球の障害を生じる。皮膚

の脱脂を起こす可能性がある。眼に発赤、痛み、吸入摂取では咳、咽頭痛、皮膚に付くと発

赤、皮膚の乾燥を生じる 11）。 

発発発    ががが    んんん    性性性    

IARC の発がん性評価：評価されていない。 

許許許    容容容    濃濃濃    度度度    
 
 ACGIH －  
 日本産業衛生学会 －  
 

暫暫暫    定定定    無無無    毒毒毒    性性性    量量量    等等等    ののの    設設設    定定定    

経口ばく露については、ラットの中・長期毒性試験から得られた LOAEL 195 mg/kg/day（赤

血球数、ヘモグロビン濃度の減少など）を採用し、ばく露状況で補正して 139 mg/kg/day とし、

LOAEL であることから 10 で除し、試験期間が短いことから 10 で除した 1.4 mg/kg/day を暫定

無毒性量等に設定する。 
吸入ばく露については、ラットの中・長期毒性試験から得られた NOAEL 425 mg/m3（赤血球

数、ヘモグロビン濃度の減少など）を採用し、ばく露状況で補正して 76 mg/m3 とし、試験期間

が短いことから 10 で除した 7.6 mg/m3 を暫定無毒性量等に設定する。 
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